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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

今年度は、二光子顕微鏡の観察可能深度の向上と三次元画像に含まれる構造的特徴の再符号化理論の

構築に取り組み、特定構造を選択的に強調するボリューム可視化アルゴリズムを開発した。また、生

体深部組織の効率的な観察や構造解析のための手法を検討した。まず生体深部組織のイメージングを

目的として、二光子顕微鏡の奥行き方向の観察可能深度を現状の500μm	
 から1000μmへ向上をはかっ

た。多光子レーザー顕微鏡およびdeformable	
 mirrorの導入により、上記の達成を目指した。次に、

三次元画像内に暗黙的に含まれる様々な局所三次元構造を再符号化し、その幾何学的特徴を保持する

ボリュームデータ（幾何学的指標ボリューム）として保持するための理論を構築した。特に生物学分

野において関心が高い微小神経や毛細血管などの管状構造に着目し、その構造的特徴の定量化を試み

た。さらに、保有する曲率を指標とした局所構造のボリューム可視化方法をベースとしつつ、構築す

る幾何学的指標ボリュームを参照することで管状構造などの特定の幾何学的特徴のみを強調して可

視化する知識発見支援型のボリューム可視化アルゴリズムを開発した。二光子顕微鏡画像に含まれる

毛細血管や神経回路などの複雑な生体組織の抽出、その三次元構造や機能の解析に向けて、具体的な

抽出対象を定めつつ、生物学研究者のニーズに基づいた自動抽出法・モデリング法を検討した。保有

する臓器のボリューム変形技術のμレベル生体構造のブラウジング・探索への応用研究に取り組んだ

。この結果レンダリング像に対する直接入力によって遮蔽物の変形や除去などの操作が可能な枠組み

を開発することで、周辺組織に埋もれ、隠れている微細構造を局所的に観察可能となった。	
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